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日常生活に基づいた体験的学習
―６年生「電気の利用とわたしたちの生活」より―

有本 憲司

新学習指導要領への移行措置として平成２２年度より新たに盛り込まれた「電気の利用と私たち

の生活」という単元であるが，これまで小学校では全く実践の無い単元だけにまさに手探りの状態

であった。そこで，「日常生活」に基づき，子どもがより身近に感じられるよう体験的な学習を行う

ことで，電気の利用について興味をもち，電気は，つくりだしたり，蓄えたりすることができるこ

とや，光，音，熱などに変換されることを学習した。

［キーワード］ 小学校６年生理科 手回し発電 日常生活 光 白熱電球 ＣＤプレイヤー

はじめに

和光小学校６年４組の児童は，理科の学習に

対して意欲的である。アンケート調査でも理科

を「好き」または「好きな部分がある」と答え

た人数は２９人に上る。特に，実験，観察，も

のづくりに興味を持つ子が多い。これまでは，

見通しをもったり予想を立てることに苦手意識

を持つ子が目立っていたが，最近ではその意識

が徐々に改善されてきている。

単元「電気の利用とわたしたちの生活」では，

電気は発電機でつくりだしたり，蓄電器などに

蓄えたりすることができること，電気は光，音，

熱などに変換されること，さらに，発熱につい

ては電熱線の太さによって発熱のしかたが変わ

ることをとらえることができるように，日常生

活に基づいた教材・教具を使い授業を展開した。

本稿では，その実践と成果を報告する。

１ 単元について

子どもたちの興味・関心を引き出し，自ら進

んで見通しをもったり予想を立てることができ

るよう，子どもたちの日常生活に基づいた器具

を選ぶとともに，「楽しい」「驚いた」など，子

どもの感性に響くように体験的学習を重視した

学習計画を立てた。

単元の流れ・課題と結果

第一次 電気は作ることができるか

電気はどのようにして作られ利用されているのか，話し合う。

（１／１１）

モーターを使って自分で発電する。（２／１１）

手回し発電機を使って，色々な器具を動かす。（３／１１）

手回し発電機を使って家電製品を動かす。

４／１１（研究授業実践）

第二次 作った電気はためることができるか

手回し発電機で作った電気を，コンデンサーにためて使って

みる。（５・６／１１）

第三次 電気は熱に変えることができるか

導線を発熱させ，発泡ポリスチレンを切る。（７／１１）

電熱線の太さを変え，発熱の違いを調べる。（８・９／１１）

第四次 これまでに学習したことをもとに電

気を利用したおもちゃをつくろう

おもちゃづくり（１０・１１／１１）

２．単元の概要

（１）第１時

【課題】電気はどのようにして作られどのよう

に利用されているのだろうか。
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普段，使用している電気はどのようにして作

られているのか，話し合いによる情報交流を行

った。電気の多くは発電所でつくられているこ

とをほとんどの子が知っていた。

・水力発電⇒ダムで貯められた水を使って発電

する。

・風力発電⇒風の力で風車を回して発電する。

・火力発電⇒燃料を燃やして発電する。

・原子力発電⇒核分裂で発生する熱を利用して

発電する。

また，以下のことも発表された。

・自転車のライトは，こぐ力でダイナモを回し

て発電する。

・家の屋根にあるソーラーパネルは日光を利用

して発電する。

・自動車のライトは車のエンジンの回転を利用

して発電する。

さらに，風力発電の風車や自転車のダイナモを

思い浮かべ，回転運動が発電につながるのでは

ないかという意見が出た。

【結果】電気は水力・風力・原子力などの力に

よって発電され，つくられた電気は私たちの生

活の中で様々な電気器具を動かして使われて

いる。

（２）第２時

【課題】自分でも身近な道具で電気をつくって

使うことができるだろうか。

前時に出た，回転運動が発電とつながりがあ

るのではないかという意見を受け，モーターを

導入した。「（回転運動をする）モーターを使っ

て発電し，豆電球をつけることができるだろう

か」という発問に対して子どもたちは，ほぼ５：

５で「つけることができる」と「つけることが

できない」という意見に分かれた。班ごとに協

力して作業を行ったが，モーターに豆電球をつ

ないだだけの状態では，どの班も豆電球をつけ

ることができなかった。しかし，「何かモーター

の軸を回す道具があれば，豆電球をつけること

ができる」という発言があったため，用意して

いた割り箸を渡した。すると，コツをつかんだ

子から、割りばしをモーターの軸にこすりつけ、

手前に引くようにして豆電球をつけることがで

きた。最終的に，全ての班でモーターを使って

発電し，豆電球に明かりをつけることができた。

【結果】モーターを回すことで電気をつくるこ

とができる。

（３）第３時

【課題】手回し発電機を使って，豆電球、モー

ター、電子オルゴール、発光ダイオードを動か

せるだろうか。

前時の実験を受け，学級全員に手回し発電機

を渡した。発電機の中には前時のモーターと同

じものが入っており，ハンドルを回すとモータ

ーの軸が回る仕組みになっていることを確認し，

「手回し発電機でつくった電気で，色々な器具

を動かすことができるか」の予想を立てさせた。

発電を確かめるために準備した器具は，①豆電

球、②プロペラつきモーター、③電子オルゴー

ル、④発光ダイオードの４種類であった。ほと

んどの子どもたちは，全ての器具を動かすこと

ができると予想を立てた。しかし，数名「動か

せないものがある」と予想を立てる子もいた。

発電機の器具へのつなぎ方については，特に指

示をしなかった。

①豆電球

全員が，特に問題なく明かりをつけること

ができた。

②プロペラつきモーター

モーターの軸にプロペラをつけたものである。

この実験は，モーターの台数を十分用意できな

かったため，班ごとに協力して行った。子ども

たちの予想は，全員が「回すことができる」で

あった。それぞれの班でつなぎ方にばらつきは

あったが，全ての班で回すことができた。そし
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て，手回し発電機を速く回すとプロペラつきモ

ーターも速く回り，手回し発電機をゆっくり回

すとプロペラつきモーターもゆっくり回ること

も同時に全ての班が気付くことができた。それ

ぞれの班で回す役を交代しながら実験を続けて

いたところ，プロペラが飛んでいく班が現れ始

めた。また，プロペラの風圧でモーターが後ろ

に下がっていく班も現れ始めた。その様子をそ

れぞれに見たことで，つなぎ方，回す方向によ

ってモーターの回転する方向が変わることを知

ることができた。

③電子

電

も鳴

れた

し，

変え

し，

ない

もの

るこ

うま

回し

あっ

れた

めた

かし

つこ

④発光

発

子とつかない子に分かれた。つなぎ方を指定

していないため，プラスマイナスのつなぎ方

はそれぞれで，発電機を回す方向もまちまち

であった。そこで，ついた子のつなぎ方と回

す方向を全員の中で確認した。すると，全員

がつなぎ方や回す方向が違うとつけることが

できないと理解し，全員が明かりをつけるこ

とができた。そして，今回の実験では，器具

によっては極性が関係してくることが理解で

きた。

【結果】手回し発電機を使うと，明かりをつけ
北海道立教育研究所附属理科教育センター
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図１ プロペラつきモーター

オルゴール

子オルゴールにも極性があるため，これ

らせた子どもと鳴らせない子どもに分か

。しかし，発光ダイオードの学習を生か

すぐに，回す方向，または，つなぎ方を

，全員が音を鳴らすことができた。しか

手回し発電機を回すスピードが一定では

ため電圧が不安定になり，音は聞こえる

の，何の音楽がかかっているのか聞き取

とはできなかった。ほとんどの子どもが

く音楽がならないのでより速く発電機を

た。しかし，雑音がひどくなるばかりで

た。やがて，ゆっくり回し始める子が現

。なんとなく音楽らしきものが聞こえ始

が，曲を特定するには至らなかった。し

，この経験が第５・６時の学習に役に立

とになった。

ダイオード

光ダイオードには極性があるため，つく

たり，音を出したり，モーターを動かすことが

できる。器具によっては，プラスとマイナスの

つなぎ方に気をつけてつながなければならな

い。

（４）第４時（研究授業実践）

【課題】手回し発電機で家電製品を動かせるだ

ろうか。

表１ 本時の展開
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前時に手回し発電機で色々な器具を動かした

ことを受けて，「手回し発電機で家電製品を動か

せるか」に挑戦した。用意した器具は，「白熱電

球」と「ＣＤプレイヤー」であった。

【実験１】白熱電球

まずはじめの実験として，班ごとに代表１人

（発電機１台）で「白熱電球に明かりをつける

ことができるか」を予想した。実験してみると，

どの班もつけることはできなかった。しかし，

「台数を増やせば明かりをつけることができる

かもしれない」という意見が出たため，各班に

発電機をさらに２台ずつ配った。それぞれの班

で，色々なつなぎ方を試した。ほとんどの班は

並列に発電機をつないでいたため，明かりをつ

けることができなかった。そこで，電池のつな

ぎ方を思い出すように各班に働きかけたところ，

いくつかの班が直列に発電機をつなぎ，明かり

をつけることができた。自力で全ての班が明か

りをつけることはできなかったため，全体の中

でつなぎ方の交流をしたところ，全ての班が明

かりをつけることができた。次に，「今より明る

く電球をつけるためにはどうしたらよいか」と

発問したところ，「発電機を増やす」という意見

が出た。各班とも１台ずつ発電機を増やしなが

ら実験していった。発電機が１台増えるごとに

明るさが増していくことを，全ての子どもが体

験を通し理解できた。

図１

【実験

次に

ーを動

ちの意

無理だ

という

電源操

つない

０Ｖの

スとマ

線を取

図２

ＣＤ

どこに

ての班

らなか

対につ

源が入

班には

とに注

働きか
白熱電球と発電機をつないでいる様子

２】ＣＤプレイヤー

，より複雑な構造である「ＣＤプレイヤ

かせるか」と発問したところ，子どもた

見は分かれた。中には，「発電機１台では

が何台かつなげば動かすことができる」

意見もあった。そこでＣＤプレイヤーの

作の係１名を除いた４～５台の発電機を

で実験を行った。ＣＤプレイヤーは１０

電源コードを外し，電池ボックスのプラ

イナスの部分に極がわからないように導

り付けたものを用意した。
うまく作動せず試行錯誤をした場面

プレイヤーから導線が２本出ていたため，

発電機をつなげばよいのかは，すぐに全

が理解したが，極性については一切わか

った。そのため，プラスとマイナスを反

なぎ，発電機の手ごたえが非常に重く電

らない班がいくつかあった。そのような

，電源ランプが発光ダイオードであるこ

目させ，極性について考えさせるように

けた。
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後日、「プラスとマイナスを逆につないだ状

態」は「発電機のプラスとマイナスを直接つな

いだ状態」と同じで、ショート回路を組んだ状

態であることを説明した。この説明では、ＣＤ

の起動時や音量を上げた際に手ごたえが重くな

ることと、ショート回路を組んだ状態とを混同

しないように配慮した。

プラスとマイナスをうまくつなげていた班も，

ＣＤプレイヤーに電源が入ってからＣＤを読み

取るまでに時間がかかるため，発電機を回す動

作の息が合わず，電源が切れてしまう班があっ

た。そのような班には，電源ランプの発光ダイ

オードがついているということは，正常に作動

しているということを示していると伝え，息を

合わせて発電機を回すように働きかけた。

図

やが

大きな

班も影

鳴らす

いたこ

こなっ

・発電

・発電

・ＣＤ

って

・ＣＤ

入っ

なる

・ＣＤ

ごた

・ＣＤプレイヤーは，ゆっくり回しても音楽を

聴くことができる。

・ＣＤプレイヤーは，１人でも休むとつかない。

【結果】手回し発電機で家電製品を動かすこと

ができる。

（５）第５・６時

【課題】手回し発電機でつくった電気は，コン

デンサーにためて使うことができるだろう

か。

前時の最後に，「今はエコの時代だし，自分た

ちで発電できるなら，これからは音楽の時間に

使うＣＤプレイヤーは自分たちで発電しよう」

と投げかけた。しかし，子どもたちからは全員

そろって「疲れるので無理」，「最後まで音楽を
北海道立教育研究所附属理科教育センター
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３ ＣＤを鳴らすことができた場面

て，一つの班が音楽を鳴らすことができ，

歓声があがった。その音楽と歓声に他の

響を受け，最終的には全ての班が音楽を

ことができた。最後に今日の実験で気付

とをワークシートに記入し意見交流をお

た。出た意見としては，

機を回す速さで電球の明るさが変わる。

機の台数を増やすと電球が明るくなる。

プレイヤーは，プラスとマイナスが間違

いると発電機の手ごたえがとても重たい。

プレイヤーは，電源を入れたときと曲が

たときに急激に発電機の手ごたえが重く

。

プレイヤーは音量を上げると発電機の手

えが重くなる。

かけられないので無理」などという答えが返っ

てきた。安定して電力を供給するには困難が伴

うことをこの時間の最初に再確認した。

豆電球や白熱灯などは手回し発電機を回す手

を止めると明かりも消えてしまう。そこで，明

かりを長い時間つけているにはどうしたらいい

だろうという点から考えさせた。子どもたちか

らは「電池ならばためて使うことができる」と

すぐに反応があった。そこで，電気を貯めて使

うことのできる器具「コンデンサー」を紹介し，

実際に色々な器具に使用してみた。電気をため

るときには，ハンドルを回す回数と，１秒に２

回のペースで回せるようにカウントしながら作

業を行った。この実験では全員スムーズに豆電

球と発光ダイオードに明かりをつけることがで

きた。やがて，豆電球と発光ダイオードとでは，

同じ条件で電気をためたはずなのに，豆電球の

ほうが早く明かりが消えてしまうことに気付く

子どもが現れた。そこで，「なぜ豆電球のほうが

明かりが早く消えてしまうのか」，意見交流をし

た。豆電球と発光ダイオードを触って比較して

みると，豆電球のほうが暖かいことに気付く子

どもが現れ，豆電球は明かりだけでなく，発熱
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することにも電力がつかわれていることを見い

だしていた。

【結果】電気はコンデンサーなどにためて使う

ことができる。

（６）第７時

【課題】電流には導線を発熱させる働きがある

のだろうか。

前時で豆電球が発熱していることに気付いた

子どもたちに，改めて豆電球のフィラメントを

観察させた。これも細い導線であり，発熱する

ことで明かりを発する仕組みを再確認した。そ

こで，「通常の導線でも電流を流すと発熱する

か」と問いかけた。大半の子は電磁石のコイル

に電流を流しているときに，コイルの発熱を経

験していたため，通常の導線でも発熱すると予

想したが，数名は発熱しないと答えた。しかし，

用意していた発泡ポリスチレンが切れるほどの

温度にはならないと予想した子が多かった。実

験は，太い電熱線と細い電熱線を用いたものの

２種類の装置を組み立て行ったが，どちらを使

って実験するかは指示しなかった。子どもたち

全員が発泡ポリスチレンを電熱線で切ることは

できたが，切れる速さには違いが生まれた。

【結果】電熱線に電流を流すと発熱し，発泡ポ

リスチレンを切ることができる。

（７）第８・９時

【課題】電熱線の太さによって，発熱の仕方や

発泡ポリスチレンの切れる速さにどのような

違いが出るのだろう。

前時では，電熱線の太さによって発泡ポリス

チレンの切れる速さに違いが出ることを体験し

た。そこで，「太さによってどのように発熱の仕

方に違いがあるか」予想を立てさせた。ここで

は，ほぼ全員が「細い電熱線」が速く切れると

予想を立てた。刃物をイメージして鋭いことが

細い電熱線を選んだ理由であった。太い電熱線

を選んだ子も２人いたが，明確に選んだ理由を

説明することはできなかった。実際に実験して

みると，明らかに太い電熱線の方がはやく切る

ことができた。子どもたちの予想と違う結果で

あったが，多くの子が驚きの声をあげていた。

なぜそうなるのか不思議に思う子が多かったの

で，太い電熱線と細い電熱線とでは，電気の流

れやすさに違いがあり，細い電熱線より太い電

熱線の方がたくさんの電気が流れるから発熱に

も差が出るのだと説明した。子どもたちには強

く印象に残る実験であった。

【結果】細い電熱線より太い電熱線の方が発泡

ポリスチレンを速く切れる。電熱線の太さが変

わると発熱の仕方が変わる。

（８）第１０・１１時

画用紙や自宅から持参した材料，これまでの

実験器具を利用したおもちゃ作り。

おわりに

私の周りには，中学や高校で電気を学習する

とき，そのあまりの難しさから「嫌い」と言う

人がたくさんいた。それだけに，小学校での電

気の学習は，楽しい実験をして子どもたちに良

い思い出を持ってもらいたいと考えていた。そ

こで，研究授業実践では身近な電化製品を自分

で発電して動かしたいという強い思いがあった。

選んだものは白熱電球とＣＤプレイヤーであっ

たが，子どもたちの反応は非常によく，楽しん

で実験をさせることができた。研究授業以外で

も楽しんで授業に取り組むことができたことは

大変良かった。本来しっかりおさえなければな

らない導線のつなぎ方や意見交流といった部分

にもっと時間をかけ深めていくべきだったとい

う反省点はあるものの，日常生活に基づいた器

具を使って子どもたちの心に残る体験的な学習

をすることができた。

（ありもと けんじ 恵庭市立和光小学校）


